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＜今朝の聖書から＞『ローマ人への手紙』１３：８
に“互に愛し合うことの外は、何人にも借りがあってはならな
い。人を愛する者は、律法を全うするのである
があります。何故クリスマスがなければならなかったのか、思
いめぐらせますと、この言葉に巡り合います。“
をあなたの先につかわし、あなたの道を整えさせるであろう
と預言書の言葉が２節で述べられていますが、それほどまで
に、人々の道は、神様からの道でなければ整えられない
整えられていませんでした。道を見失うと人々は
れて行きますし、先週を見ましたように、そのような中で、な
お且つ敬虔であろうと努力する人々は、人が造り出した教えに
頼っていくことになってしまいました。クリスマスがやって来
た頃のイスラエルも今と同じように、荒れ果て荒廃して
た。この時代も何の希望もない時代でした。希望を持つことが
許されなかったというべきでしょう。それでも皆は生きていか
なければなりませんでした。より優位に立つこと、“自分以外
に守ってくれる人はない”と極端に思う時、あまりにも多くの
貸し借り関係を作ってしまいました。人々は正義の代わりに企
みや不正を、借りたことに感謝をする代わりに、貸したことを
誇り、ことさらに代償を求めるようになってしまいました。貸
借関係や取引が支配している世界に“互いに愛し合うこと”と
言っても、聞いてくれる人はいないかもしれません。しかしも
う一度“互いに愛し合うこと”の支配する世界を
垣間見た時、人々は利息を取ることをやめ（申命記２３：１９）、
働く人に休養を与えないこと（出エジプト記２０：１０）もし
なくなるのです。すなわち、律法を全うし、神の愛を知ること
ができるのです。クリスマスはこのような回復の時だったので
す。御子イエスの誕生を記念し、私たちが思い出すのは、この
ことであり、讃美するのもこのことです。“そこで、ユダヤ全
土とエルサレムの全住民とが、彼のもとにぞくぞくと出て行っ
て、自分の罪を告白し、ヨルダン川でヨハネからバプテスマを
受けた”と５節にあるとおりに、このように、人々は生活に疲
れ、信仰的にも求めていました。救い主を受け入れる
要だったのです。さて思い出したいことなのですが、私たちは
どこで主を受け入れる備えをしたでしょうか。ことごとく良心
と正義が踏みにじられることだったでしょうか。それとも虚無
だったでしょうか。ただ確かに知っていたことは、主
かなければ、願いに反して無力だったということでしょう。
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